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測定日 2019.11.23 エアコン20℃設定
＊天井と床の温度差 １．２℃
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工事 ＊天井と床の温度差 ４．９℃
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Ｗ邸リビングルーム温湿度測定データ 測定場所 埼玉県上尾市 測定期間2019.12.1～2020.3.6
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Ｗ邸リビングルーム温湿度測定データ 測定場所 埼玉県上尾市 測定期間2019.12.1～2020.3.6
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＊室温の温度差が小さい。
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1. 熱損失の高い（夏暑い、冬寒い）建物に居
住した場合、医療費が増大する。

2. コアコーン通気材・遮熱材で
熱損失の少ない仕様の居住環境を推進し、健
康寿命の促進、医療費の低減を図る。

3. 断熱・遮熱・通気工事費は、医療費を考慮
すると約10年程度で回収できる。

以上のことから断熱・遮熱・通気工事により、
熱損失の小さい建物を推奨することが個人は
もとより、国としても必要ではないか。
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見解


